
２日（木）市内音楽会（５年生出場） 

３日（金）文化の日 

６日（月）おはなし会（２,４,６年） 

ベルマーク袋配布 

２年校外学習（カインズホーム） 

７日（火）クリーン作戦 

      ５年社会科見学（６校時オンライン） 

８日（水）ベルマーク回収 クラブ活動 

９日（木）４年福祉教育体験学習（点字体験） 

１０日（金）３年おなか元気教室（３校時） 

１４日（火）県民の日（学校閉庁日） 

１５日（水）４年福祉教育体験学習（手話体験） 

クラブ活動  

１６日（木）なかよし給食・縦割り班遊び 

１７日（金）２年まろにえ会による体験学習 

（業間～４校時） 

個人面談① ４時間授業 13:30 下校 

２０日（月）個人面談② ４時間授業 13:30 下校 

２１日（火）表彰朝会 持久走記録会試走 

個人面談③ ４時間授業 13:30 下校 

２２日（水）個人面談④ ４時間授業 13:30 下校 

２３日（木）勤労感謝の日（祝日） 

２４日（金）個人面談⑤ ４時間授業 13:30 下校 

２５日（土）～２６日（日）市内美術展 

２７日（月）口座振替日 ６年制服採寸 

２８日（火）スクールカウンセラー来校 

２９日（水）持久走記録会（２～４校時） 

委員会活動（２学期最後） 

３０日（木）持久走記録会予備日 

 
 
         ４年ぶりに、こども祭りが盛大に行われました。実行委員の自治会、 

地域、平野小中 PTA、おやじの会等の皆様のおかげで本当に楽しい時 

間を過ごすことができました。お囃子、蓮田市小学生バンド、ダンス 

クラブ、平野中吹奏楽部の皆さんに発表もしていただきました。ここま 

でたくさんの打合せ、準備等に関わっていただいた皆様、本当にありが 

とうございました。今後とも、ご支援のほど、よろしくお願いします。 

 
 

 

 

東洋水産（関東工場）では、商品が作られる過程をじっ
くり見学することができました。これから発売予定の新商
品も見ることができました。武州中島紺屋では、藍染体験
をして、自分だけの 
染物を作ることがで 
きました。学校外の 
過ごし方もたくさん 
学習できました。 

 

 

 ２日間とも晴天の中、全て予定どおりに過ごすことができ
ました。鎌倉市内班別行動では、事前学習で調べた計画どお
りに行動することができました。 

高徳院の大仏の大きさを肌で感じ 

たり箱根彫刻の森美術館で芸術の 

感性を養ったりしました。友達同 

士で声を掛け合う姿もたくさん見 

られ、充実した旅行になりました。 

 

 

  

「生き生きと輝き、伸びゆく児童の育成を目指したキャ
リア教育の推進」を研究主題として、市内の先生方に公開
授業を行いました。どのクラスの子供たちもいつもどおり
一生懸命に授業に取り組み、ひらのっ子らしい姿がたくさ
ん見られました。各教科の専門的な方から御指導もいただ
くことができました。来賓、地域の皆様のおかげで無事に
発表ができました。本当にありがとうございました。 

「ひ 人を大切にする子」「ら 自分らしさを出す子」に 

校長  佐藤 智恵   

イチョウは黄金、カエデは紅にようやく色づきはじめました。はなやかな錦の秋を迎えようとしてい

ます。 

１０月１７日（火）、１８日（水）には、６年生が鎌倉・箱根方面への修学旅行を実施しました。鎌

倉では、鶴岡八幡宮を出発して新江ノ島水族館をゴールとする班別行動を行いました。全員で一緒に行

動した林間学校とは違い、事前学習で自分たちの行きたい場所を選び、自分たちでコースを決定しまし

た。何分の電車に乗ってどの駅で降りるか、歩いて何分かかって見学地で何をするか等、綿密な計画を

立てましたが、実際に現地で動くのと学校でインターネット等を使って調べるのとでは、やはり勝手が

違います。道を間違えたり、計画した道が坂道で思ったよりも時間がかかったり、お土産を買う予定の

店がすぐに見つからなかったりと、それぞれの班がそれぞれに苦労しながらゴールを目指しました。感

心したのは、困ったときの対応です。困ったままにするのではなく、班の友達と相談しながら道を探し、

時計とにらめっこしながらその後の行動を変更するなど、集合時間までにゴールにたどり着く方法を力

を合わせて考え、無事に全ての班が時間どおりにゴールにたどり着くことができました。多くの成功と

少しのトラブルを経験して大きな学びを得た、実りある、思い出豊かな二日間となりました。保護者の

皆様の御理解と御協力に心から感謝申し上げます。 

二日間の６年生の子供たちの様子から改めて感じたことは、「お互いを理解し、認め合う雰囲気の中

で、『自分らしさ』を大切に生活していること」です。本校の子供たちは６年間をほぼ同じメンバーで

過ごします。その中で、相手が、どんなことが好きか、何が得意で何が苦手かも理解し合っています。

できないことを指摘したり責めたりすることなく、それも含めて認め合いながら生活している様子が、

二日間の子供たちの行動、お互いへの声かけ等から感じることができました。こうした雰囲気の中だか

らこそ、一人一人が「自分らしさ」を出しながら成長することができるのだと、改めて実感しました。 

「自分らしさを出す」ということは、「自分の価値観を大切にして、自然体で言動が行えること」で

す。長所も短所も含めてありのままの自分で生活することで、自分に自信が持てるようになり、自己肯

定感を高めることができます。自己肯定感を高めると気持ちが前向きになり、様々な活動に積極的に取

り組んだり、困難にチャレンジしようとしたりすることにつながります。これが、未来を生き抜く子供

たちにとって大切な力の一つであると考えます。また、この自己肯定感を高めることは、他者があって

こそできることです。周りに認めてもらうことで自分に自信を持てるようになる。そう考えると、「お

互いに認め合える雰囲気の中でこそ、自己肯定感を高めることができる」と言えます。本校が目指す「ひ 

人を大切にする子」「ら 自分らしさを出す子」の両者を大切に教育することこそが、子供たちの自己

肯定感を高めることにつながるのだと、確信しています。 

今後も継続して、お互いを大切にすることで一人一人が 

「自分らしさを出せる」学級づくり、学校づくりを推進し、 

子供たちの自己肯定感を育むことに努めてまいります。 

２０２３年（令和５年）１１月１日 第４０８号               （在籍児童数１６５名） 

１１月の生活目標 
元気に外遊びをしよう。 
◇重点指導項目        
・外で元気に遊ぶ。   
・進んで運動をする。  
◇目指す行動例 
・外で元気に遊ぶことができる。 
・めあてをもって運動することができる。 

 

 

 秋を探しに、自分たちでバスの乗車運賃を支払い、西城
沼公園へ行ってきました。バス内では、礼儀正しく乗り降
りができました。公園ではどんぐり 

やくぬぎを拾い、自分たちで決めた 

遊びで楽しむことができました。３ 

つのグループに分かれて行動する場 

面もとても落ち着いて過ごせました。 

「いじめ撲滅強調月間」について 
埼玉県は、１１月を「いじめ撲滅強調月間」に制定し、

いじめの根絶に集中的に取り組んでいます。学校以外に下
記の窓口もあります。 
○よい子の電話教育相談（24時間 365 日対応） 

１８歳以下の子供用（無料）  ＃７３
な や み

００
ゼロゼロ

  

 ０１２０－８６
ハ ロ ー

－３１９２
さ い の く に

 

保護者用     ０４８－５５６
こ こ ろ

－０８７４
お は な し

 

Ｅメール相談  soudan@spec.ed.jp 
○埼玉県警察少年サポートセンター（月～金 8:30～17:15） 

０４８－８６１－１１５２（少年用） 
０４８－８６５－４１５２（保護者等用）         

mailto:soudan@spec.ed.jp

